
いわてスポーツプラットフォームについて

１ プラットフォームの概要 

いわて県民計画「文化・スポーツレガシープロジェクト」 

 

⑴ プロジェクトのねらい 

希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の成果やラグビーワールドカップ 2019 釜石開催、東

京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会を通じたスポーツへの関心の高まりをレガシ

ーとして次の世代につなげていくため、官民一体による推進体制を構築などにより、県内各地

の特色や得意分野を生かした魅力あるスポーツのまちづくりを進め、県民が日常的にスポーツ

に親しみ、楽しみ、そして潤う豊かな社会の実現を目指します。 

 

⑵ 取組の内容 

① スポーツを楽しむ環境整備 

② スポーツ医・科学の強みを生かしたアスリート育成 

③ 県民の健康増進に向けた取組 

④ 市町村と連携した特色あるスポーツ拠点づくり 

⑤ スポーツツーリズムによる誘客の推進 

⑥ スポーツビジネスの展開 

 

⑶ 推進体制   

アドバイザリー 

ボード 

いわて出身のアスリート、スポーツ実践者等で構成し、現場におけるリアルな課

題提供や解決策等を助言 

プロジェクト 

推進チーム 

各分野の実務者で構成し、事務局と施策を企画・推進 

※分野横断的なアドバイスをいただくため、推進チーム内にスーパーバイザーを配置 

 

【将来的なイメージ図】 

 

⑷ 当面の重点項目 

重点項目 取組内容 

大規模大会や合

宿の誘致 

国体、ＲＷＣ、オリ・パラ開催のレガシーや、ホストタウン交流等の実績を生か

し、令和４年度に開催するマスターズや冬季国体に続く大規模大会や合宿の誘致 

トップ・プロスポ

ーツファンの拡

大 

地元トップ・プロスポーツチーム（いわてグルージャ盛岡、岩手ビッグブルズ、

釜石シーウェイブス）、応援企業、市町村等との連携・協働による、トップ・プロ

ファンの拡大 

アスリートの県

内定着 

県体育協会と商工団体等との連携による、アスリートの雇用や支援を行う企業の

発掘、アスリートと支援企業とのマッチング 
 

２ 令和４年度の取組 

〇 「いわてスポーツプラットフォーム」を設置し、令和４年12月16日（金）に、いわてスポーツプラット

フォーム第１回会議及びアドバイザリーボード及びプロジェクト推進チーム会議を開催予定。 

 「いわてスポーツプラットフォーム第１回会議」 

  【参加者】アドバイザリーボード、プロジェクト推進チーム、岩手県体育協会、岩手県スポーツ振興事

業団、競技団体、市町村体育協会、市町村、広域振興局 

  【内 容】・行政説明 いわてスポーツプラットフォームについて 

       ・講  演 「スポーツを通じた地域活性化について」（仮称） 

 「アドバイザリーボード及びプロジェクト推進チーム会議」 

 【参加者】アドバイザリーボード、プロジェクト推進チーム 

【内 容】・３つの重点項目及び国庫委託事業の推進に向けた検討 

 ※３つの重点項目：「大規模大会や合宿の誘致」、「トップ・プロスポーツファンの拡大」、

「アスリートの県内定着」 

      ※国庫委託事業：「地域スポーツ連携・協働再構築推進プロジェクト」に採択され、モデル

事業を実施し他の市町村へ横展開を予定（岩手町、八幡平市、宮古市） 

【プラットフォームで目指す姿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No.９ 

県内各地でスポーツの「特色あるまちづくり」が進展 


